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今 月 の も く じ 
 

P1～3 特集「市民力でまちづくり」      

P3    支えあいサロン「はなみずき」 

P4～5 情報コーナー 

P6   「ひと・モノ・募集」「助成金情報」     

P7～8 「市民活動センターからのご案内」 

「市民力」でまちづくり 
たちかわみらい計画会議発 平成２１年の立川はこんなまちになっていたい！ 

立川のまちで初めての、公募市民だけによる行政計画への

提案。 

 

それぞれの想いを抱えた市民は計画づくりにどう関わったの

か？ 

 

そして一番大切な「計画のその後」はどうなりそうなのか。 
 

「たちかわみらい計画会議」と名づけられた市民会議から、「市民

力でまちづくり」を発信するフォーラムが９月１１日（土）に開催され

た。市民活動団体、行政スタッフ、市議会議員、この取り組みに関

心を寄せる人たち、１２７名が集まった。 

『「市民力でまちづくり」とあるように市民の

方々と協働して実現していきたい』 

                   と助役。 

 自治体では、行政施策を実行していくために長

期の総合計画を策定している。 

 行政施策というとなんだか、遠い存在だけど、私

達の日々の暮らしのあちこちがそのまちの行政

施策の影響を受けている。 

 毎日出るゴミの処理、柔軟な保育サービス、渋

滞する道路、ベビーカーや車イスでも外出したく

なるまち・・いろいろな生活課題を解決するため

に、住民からの資金提供（税金）を受けて、暮らし

の質を向上するために成果をあげていく。 

 そのプランが行政の総合計画だ。 

たちかわみらい計画会議市民委員から 

立川市第２次基本計画への１８１の提言が

立川市の豊田助役に手渡された。 
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基調講演では、日本各地で、まちづくりをする人た

ちを応援している、川北秀人さん（ＩＩＨＯＥ「人と組織

と地球のための国際研究所」代表）から、次のステッ

プにつながるいくつかの視点が明らかにされた。 

 

◆「未来はこうありたい」といった時、それに向かっていく

階段はどれくらいの高さか、どれくらい急ぐものなのかの

見極めが必要。 

◆今回の提案を他の市民の人たちに投げかけ、修正

していくことも欠かせない。提言の後、見守るだけでなく、

どう関わるのか。特に若い世代にも入ってもらい、まちの

未来像づくりの担い手も広げていってほしい。 

◆提案された個々の項目について、行政・企業・市民・

地域の誰が中心になってやるのかを考えていくことが必

要。今回提案されたことを全部行政コストでやっていくと

なると大変なことになる。企業をいかに巻き込んでいくか

がポイント。働き続けられるまちというのは、色々な世代

の人にとって優れたまちである。  

 

■みらい計画会議に参画した５名からの報告 

 

「行政も市民も意識改革が必要」  

   活気あるまちづくり分科会委員の平井さん 

 

北部地区に残る豊かな自然環境と、駅周辺の活気

づく都市としての顔。このまちが持つ２つの特性を

いかしたまちづくりをしていきたい。点在する国有地

の有効利用も大切なポイント。一方で生活設備など

の地域間格差は深刻だ。行政も市民も歩み寄るた

めの意識改革をしたい。提案を実現化するためにこ

れから共に作り上げていきたい。 

 

「子どもとの関わりから自然の豊かさを実感」    

     住み続けられる生活環境分科会委員   

     の石神さん 

道路には吸殻、空き缶、一見きれいなモノレール駅

にも放置自転車。立川は働きに来ている人も多い。

そういった人達も巻きこんでまちづくりをしていきた

い。一方で、立川市には自然環境がたくさんあるこ

とを子どもの視点から気付かされた。この豊かさを

大事にしたい。 

この会議では本当に勉強させていただいた。ここで

終わっては自己満足。定例的に会合を持ち、今後

も断ち切れないように今日をスタートとしてこれから

もやっていきたい。 

 

 

 

 

「もっと本気で踏み込めば解決できることがある」        

           教育分科会委員の梶さん 

もっと踏み込んだ所まで市民が参画しないと解決

しないことが今、教育分野にはたくさんあるのでは

ないか。 

学校運営協議会に関する法律が出来、教育に市

民参画の場が開かれた。ここに解決の可能性があ

る。市民と行政が一緒に取り組めば実行できる。法

律で整備しきれないことは、特区制度の活用も。市

の公共施設に関しても複合施設があってもよい。

総合学習のように企画としてわざわざやっている

体験の機会が、日常となるように取り戻したい。 

 

「これから先が重要だ」   

    市民参画あふれるまち委員分科会の宮本さん 

 市民会議では行政のプロとして課長職の方も参

加し、自分の意見を述べ、一緒に考えてきた。腹を

割った建設的な意見交換があった。連帯感も生ま

れた。 

平成１７年度から２１年度までの５年間が、立川市では第２次基本計画の実行年にあたる。 

多くの国債という名の借金を抱えたこの国では、税金を預けた行政になんでもお任せにしていては、安心で豊

かな暮らしは保てなくなっている。本当に行政施策として必要なものは何か、そのためには計画作りから、まち

のオーナーである市民が関わっていこう、ということで約１年という時間をかけて、提案づくりをしてきた。 
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 この計画を出して、「後は行政がしっかりやって」と

いう訳にはいかない。市民の立場で関わっていくこ

とを継続したい。この会議のＯＢ会的に自分達の組

織を作れたらおもしろい。その輪からひろげて多様

な市民が仲間になって、行政の支援を受けつつも

市民主導で今後も続けていきたいと思う。緊張感を

持った官と民の協働で施策を実行し、そして評価ま

でしていきたい。 

 

「現状分析から一緒にはじめられるんだ」    

   立川市総合政策部企画政策課長の小町さん 

今回、全員公募市民による市民会議の開催を決断

したのは、これ程までに立川のことをよくしたい、立

川大好きという方の意見を聞かないで、なんで行

政運営が出来るのかということが根本にある。行政

の仕事をしていて、答えは現場にあるということを

感している。行政は弱い部分を見せるのはお叱り

をうけることと思い、市民は行政から出てくるもの

は完成されたものと、お互いに勘違いがあった。こ

の会議を通して、現状分析から一緒に未来を

探っていくことが可能であることを知った。 

 

川北さんからは、「これからは周りをいかに巻き込める

かが重要となってくるだろう。勉強を続ける、成果を出

していく、多くの人に関わってもらうという３つの点がポ

イント」という助言があった。 

 

計画は計画づくりのためにあるのではなく、実行のた

めの道しるべに過ぎない。平成１７年度からの行政

施策にいかに市民が関わっていくか、関わる市民の

輪をどう広げていくかが、たちかわみらい計画会議に

残された次なる目標といえる。 

 

    支えあいサロン「はなみずき」に聞く支えあいサロンのちょっと良い話 

 

 
 

 

 

★「たちかわみらい計画会議報告書 市民から立川市第２次基本計画へ１８１の提言」は市民活動センターた

ちかわで配布しています。紙面には載せきれなかったことが満載。手に入れたい方はご連絡ください。  

 ―情報は自治会を利用して流していたんですね。― 

「あと個人宅で開催するのは負担になるのではないかと

思ったのだけど、会館は気疲れしないけど希望日に空

きがなくてね。」 

 ―サロンに参加することへのご家族の反応は？― 

「お茶のみに行っているくらいかな。」「私の場合は、地

域の繋がりがあるのはいいことだって言ってくれてる。」 

 「自治会の繋がりがあったことはやっていく上ですごく

安心にも繋がってる。まあ、他愛もない話をしているだ

けだけどね。」と笑顔を見せる皆さん。次は「夜１人で歩

くのは怖いから一緒にウォーキングをしよう」「次はバー

ベキューをしたいから、次回一度集まろうか。」などと

色々な話を始める皆さん。決めることは決めるけど、無

理をしない。そのことが参加する人達全てを笑顔にして

くれる秘訣な

のかもしれま

せん。支 えあ

いサロンにつ

いて少し気に

なったらセン

ターにいつで

もお電話下さ

い。笑顔をつく

るお手伝いを

させて下さい。 

 

 2ヶ月に一回開催される「はなみずき」、いつも笑顔
が絶えない、明るい居場所、「はなみずき」におじゃま

しました。事前に用意するものなんて何もない、ただみ

んなが集まって、話したいことを話して過ごす。夫の

話、地域の歯医者の話、色々な話題が今日も飛び交

う。「２ヶ月もあれば自然と話したいことが出てくるもの

よ。」そう話すのは「はなみずき」の世話人の一人、北

原さん。「はなみずき」の皆さんにサロンについてお話

を聞聞きしました。 

 ―設立の経緯は？― 

 「支えあいサロンのパンフレットを見て制約がないん

だなって感じて、サロンのことが気になってたの。今の

世話人の人達と話をして、それならと、試しに社協の

人に来ていただいて話を聞いたのがきっかけ。」 

 ―設立にどれくらい準備が必要でしたか？― 

「話を聞いた後、３人おしゃべりする人がいれば出来る

んだと分かり、近所の人に声をかけ、２回集まった。何

曜日に集まれるのか、予定をきちんと把握し、ちゃんと

決めた。」 

 ―設立時に不安に思うことはありましたか？― 

「継続していくことが負担にならないように２ヶ月に１回

開催することに決めた。２ヶ月すれば、また話をしたく

なるしね。３人だけっていうのは不安なものだし、自治

会の理事長に回覧を２回くらい回してもらったの。活動

のことを住民のみんなに知ってもらっている方がいい

し、自分達も協力し合えるしね。」  



申込み：当日､集合場所で申込みを受付けます。 

費用：参加費､100円・入園料 無料 
その他：｢市民あるけあるけ運動｣の距離認定をされま

す。日レク公認 (レク･インストラクター取得)単位の一部
となります。(但し､認定料300円) 
問合せ：NPO法人 立川市レクリエーション協会  
    事務局 TEL：042-521-0941 

 
 

■心の健康を考える講演会  

  私もひとりで暮らせる 

     ～心の病気をしたって大丈夫～ 
 立川麦の会では､心の病気をして自信を失っている人た

ちが､同じ病気や障害をもちながら社会資源や福祉制度を

利用してひとり暮らしをしている方たちの体験談を聴く

ことにより勇気づけられることを期待して講演会を企画

しました。調布市にある｢クッキングハウス｣(精神障害者
の共同作業所)代表の松浦幸子さんと､その作業所を利用
しながらひとり暮らしを実践してきた当事者の皆さんを

迎えてお話をうかがいます。当事者､ご家族､一般市民の

みなさま､どなたでもご参加ください。 

講師：松浦幸子さん(クッキングハウス代表) 

   クッキングハウス利用者のみなさん 

日時：10月30日(土) 14：00～16：00 (開場13：30) 
会場：立川市こぶし会館 第1集会室 (定員120名) 
   多摩都市モノレール｢砂川7番駅｣下車 砂川上水方面へ徒歩1分 
参加費：無料(申込不要､当日､直接開場においでください) 
主催：立川麦の会(立川精神障害者家族会)  
後援：特定非営利活動法人立川市障害者後援会､立川市､ 

   立川市社会福祉協議会､東京都多摩立川保健所､立 

   川市教育委員会､自立生活センター･立川､共同作 

   業所｢柿の木カンパニー｣､共同作業所｢マーキー｣､ 

   社会福祉法人多摩棕櫚亭協会 

問合せ：真壁 博美(立川麦の会会長) 
    立川市砂川町7-56-59 TEL：042－537－3905 
 
■聞きたい！知りたい！教えたい！ 
     ティーン世代のからだの悩み 
 あなたは知っていますか？ティーンズに忍びよる性感

染症の危機！男の子の性の悩み。ティーンズを取りまく､

性の現状。今人気の二人の専門家がお答えします。すべ

てのティーンズ､保護者､関係者の方々の参加をお持ちし

ています。 

日時：10月9日(土)受付開始13：10開演13：30～16:30 
会場：立川市女性総合センター･アイム 立川駅北口 

  情報コーナー■ 
  ～イベント・講習・講座・ボランティア情報など～ 

このコーナーは、市民活動やボランティア活動に関するイベント等の情報を毎月掲載しています。またこのコーナーへ掲載す

る情報も随時募集しています。掲載ご希望の方は毎月２０日までにご連絡ください。 

ここに掲載されている情報の詳細に関して

は、直接主催団体にお問い合わせください。 

●   ●   ●   イベント・講習・講座   ●   ●   ● 

 
 

■立川市聴覚障害者協会主催講演会 
 わが国における ろう教育 
 日本手話による講演です。読み取り通訳による音声

が付きますので、手話の分からない方もぜひご参加く

ださい。講演後､講師との交流会を予定しております。

詳細は当日会場にてお知らせいたします。講演中の録

音や撮影、未就学児の入場はご遠慮ください。 

日時：11月5日(金)18：30受付開始 19：00講演開始 
定員：80名(先着順 事前申込が必要です) 
会費：500円(立川市聴覚障害者協会会員は無料) 
会場：立川市女性総合センター･アイム５Ｆ第３学習室 

講師：竹内 かおり 氏  
  (NPOバイリンガルろう教育センター理事/龍の子学園･代表) 
申込：10月31日 (日)締切 FAXで申込者名、大人･小
人、ろう者･中途失聴者･難聴者･聴者、会員･非会員、

FAX番号、住所を書いて下記まで 
申込・問合せ： 

   立川市聴覚障害者協会企画部長 赤坂 晃雪 

   FAX：042-527-7034 
助成：立川市社会福祉協議会   市民活動センターたちかわ 

 
 

■立川ウォークラリー大会実施要綱 
 ウォークラリーは､年齢･性別また、身体的ハンディ

キャップを問わず､健康づくりとしてはもちろん､家族･

仲間と共に三世代の交流の場としても楽しんでいただ

けるコミュニケーションスポーツです。 

日時：10月17日(日)9：30～14：30(小雨決行) 
集合場所：国営昭和記念公園西立川口( 青梅線･西立川駅) 
主催：NPO法人 立川市レクリエーション協会 
主管：NPO法人 立川市レクリエーション協会 
後援：立川市､立川市教育委員会､国営昭和記念公園､  

   (財)立川市地域文化振興財団､ 
   (福)立川市社会福祉協議会､立川市体育協会 
協力：(社)立川市青年会議所 
日程：  9：30受付開始  
   10：00開会式･オリエンテーション･ウォークラリー 
   12：30昼食・休憩 
   14：00表彰・閉会式 
参加対象：小学生以上､2～5人の仲間とチームをつくっ
ていただきます。(小学生は保護者同伴)一人参加の場
合、会場でチームをつくるお手伝いをします。 

持ち物：弁当･タオル･雨具･筆記用具等･歩きやすい服

装で参加してください。 

おすすめ！ 
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会を開催します。保育士による親子遊びや保健師による

健康に関する話を行います。英語､中国語､ハングル語､

タガログ語の通訳がつきます。 

 10月28日 (木)午前10時から11時30分まで､健康会館
で。定員は30人 (申込順)。保育あり。母子健康手帳をお
持ちください。 

申込：電話で健康推進課 TEL：042-527-3272 
 

■第1回EARTH VISION 地球が大好きになる映画会 
 EARTH VISIONは1992年から東京で開催されてい
るアジア･オセアニアで製作された地球環境映像の国際

審査会です。今回はこれまでの入賞作品から特別プログ

ラムを構成しました。 

日時：10月31日(日)開場13：00上映13：30～17：00 
会場：八王子市芸術文化会館 いちょうホール(大ホール) 

第一部｢地球大好きアニメーション｣ 13：35～14：20 
   ｢地球の一日｣(日本15分) ｢台北！台北！｣(台湾7分) 
   ｢やっかい払い｣(オーストラリア10分) 
   ｢タートルワールド｣(オーストラリア9分) 
第二部｢市民が守る地球環境｣ 14：30～17：00 
   ｢緑色包囲｣(中国・日本66分) ｢砂丘の秘密｣(韓国50分)  
     ｢飽食の行方｣(中国・香港22分) 
入場方法：入場無料。先着順にご入場いただきます。  
                 ただしFAXにて事前申込みの方には優先席 
     をご用意いたします。 

事前申込方法： 

 地球大好き映画会参加希望と明記の上、住所･氏名･ 

 人数･TELまたはFAX番号を送信してください。送信 
 先はFAX：042－526－6142(送信控を当日会場受付に) 
主催：多摩環境映像上映委員会  

共催：財団法人八王子市学園都市文化ふれあい財団 

後援：八王子市 八王子市教育委員会  
   財団法人自治体国際化協会 

協力：アース･ビジョン組織委員会 

特別協賛：東京ガス株式会社 多摩支店 

問合せ： 

 いちょうホールTEL：0426-21-3005 
 地球大好き映画会連絡事務所FAX：042-526-6142 
  
■ハンガー・フリー・ワールド活動説明会 
 途上国の子どもの死亡原因第一位は？平均寿命38歳の

国はどこ？など、気になる飢餓・貧困の現状について分

かりやすく説明します。この他、ハンガー・フリー・

ワールド活動全般の説明やオススメボランティア情報も

ご紹介します。 

日時：11月12日(金)､23日(火)､12月10日(金)､28日(火) 
   時間はいずれも19：00～21：00 
会場：ハンガー・フリー・ワールド事務所 定員：10名 
参加費：無料＊当日までに要予約 
連絡先： 

 特定非営利活動法人 ハンガー・フリー・ワールド(担当：吉井)  
 〒102-0072 千代田区飯田橋3-11-24笹岡ビル3階 
 電話 03-3261-4700  
 FAX 03-3261-4701    
   E-mail hfwoffice@hungerfree.net 
 URL     http://www.hungerfree.net/ 

講師：岩室 紳也 氏(泌尿器科医) 対馬 ルリ子 氏(産婦人科医)  
主催：特定医療法人社団建生会 立川相互病院 

   ティーンズセクシャルヘルスプロジェクト 

参加費：無料 

参加申込：FAXでお名前(所属機関)、ご住所、お電話番 
     号を記入の上下記までお申込みください。 

問合せ：立川相互病院 医療福祉相談室  

             ソーシャルワーカー杉田 

    TEL：042-525-2585 FAX：042-525-2302 
 
■立川舞台芸術フェスティバル2004  

 雅楽・排簫のコンサートと 

   復元古楽器と雅楽器によるコンサート 
 江戸後期の民家の雰囲気をとどめる立川市の有形文

化財古民家園｢小林家住宅｣で､10月10日 (日)､雅楽のコ
ンサートを開催します｡昼の部は古民家園の見学をか

ね､雅楽･排簫のコンサートを楽しみませんか。夜の部

は､内外で活躍する雅楽の演奏家をお呼びし､途中演奏

楽器の解説や対談をはさみながら､復元古楽器による古

典から現代曲の演奏。150年の歳月を重ねた日本家屋
(古民家園)の響きに触れる豊かなひとときをお楽しみく
ださい。 

日時：10月10日(日) 
会場：古民家園｢小林家住宅｣立川市幸町4-65 
  ＊古民家園は通常通り(9:00～16:00)開園されています。 
昼の部 

雅楽･排簫のミニコンサート(4名の市民が排簫の曲作りで参加) 
＜無料公開＞14：00～16：00 
問合せ：TEL 042-526-1311(アミューたちかわ) 
夜の部 

復元古楽器と雅楽器のよるコンサート 

＜対象：一般＞限定80名(自由席) 
 古民家園閉園後 開場17：30開演18：00～20：00 
 チケット料金：3,000円 
 お求めはアミューたちかわ TEL．042-526-1311 
 窓口販売･電話予約9：00～17：00＊月曜日休館 
主催：立川舞台芸術フェスティバル2004組織委員会 
   古民家園プログラム実行委員会 

共催：立川市 (財)立川市地域文化振興財団 
後援：立川市教育委員会 (社)OAGドイツ東洋文化研究会 
協力：伶楽舎 (特)こどもと文化協議会･プラッツ(立川キッズ) 
助成：平成16年度立川市特色のある地域づくり活動補助金 
 

■第10回福生学園･ 

      福生あらたま寮開設記念学園祭 
 テーマ：「私たち力強く！」舞台発表､コンサート､

美術展など盛りだくさんなプログラムを行います。 

日時：10月11日(月･祝)13：00～16：30 
会場：福生市民会館(JR青梅線牛浜駅 東口徒歩5分) 

問合せ：福生学園 TEL 042-530-6936  
 

■すくすく育児教室 

 ｢外国人親子の交流会 

       ～外国からきたママの交流会｣ 
 対象は乳幼児を持つ外国人の母親と外国人の妊婦。

親同士で日頃の思いを自由に話し､情報交換できる交流
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●助成の決定: 平成17年1月中旬(予定) 
◆問合せ・申込先: 
   財団法人 都市緑化基金 
 「花王・みんなの森づくり活動助成」係 

   〒102-0083 東京都千代田区麹町1-6  
       相互麹町第二ビル8F 
   TEL: 03-5275-2291 FAX: 03-5275-2331 
   E-mail : mail@urban-green.or.jp 
   http://www.urban-green.or.jp/ 
■平成16年度助成・援助募集 

            by国際コミュニケーション基金 
 <社会的・文化的諸活動助成> 
●助成対象: 情報化社会の動向に即し、情報通信を通
じて社会や教育等に貢献する各種の非営利団体

(NPO)・非政府組織(NGO)の活動、「草の根」活動。 
   地域社会の国際化(特にアジア太平洋地域)につながる
各種の活動、情報通信を通じて社会に貢献する各種の

文化事業、情報通信の普及・発展あるいは国際間の相

互理解促進に寄与する活動や事業など (たとえば、イベ
ント、講演会、ボランティア活動)。ただし、通信事業
者や地方自治体等の本来業務に該当するものは対象外

とします。また活動に要する費用のうち経常経費 (事務
所の運営費、当該団体に属する方の人件費等)は助成の
対象となりません。 

●助成金額・件数:  
   1件あたり100万円までとし、10件程度。 
●対象期間:  
平成17年4月から平成18年9月までに実施されるもの。 
■申込方法: 下記ホームページより申込書をダウン
ロードしてお申込みください。詳しくは下記団体にお

問合せください。 

             <http://www.icf.or.jp/icf/open/enter.html> 
■申込期間: 10月1日(金)～10月20日(水)必着 
◆問合せ・申込先: 
   財団法人 国際コミュニケーション基金 
   〒163-8544 東京都新宿区西新宿2-3-2  
       KDDIビル29階 
   TEL: 03-3347-7094 FAX: 03-3347-6439 
   E-mail: info@icf.or.jp http://www.icf.or.jp/ 

●    ●    ●     ひと・モノ・募集    ●    ●    ● 

■声のボランティアはじめませんか？ 

「音訳ボランティア養成インターネット講習会」 
視覚障害者35万人のうち、点字が読めるのは約1割―。 
当協会では、視覚障害者、高齢者、外国人など活字情報

の入手が困難な人を対象に生活情報などを「声」でお届

けするサイト「声の花束」を運営しています。この活動

に参加してくださる音訳ボランティアは200名。在宅
で、ちょっとの時間で、気軽にできるボランティアとし

て多くのみなさんのご協力をいただいています。このた

び、「音訳ボランティア活動に挑戦したい」との声に応

え、自宅のパソコンで学習できる「インターネット講習

会」をスタートします。 

★詳細はこちら↓ 

http://www.philanthropy.or.jp/jpa_is/onyaku/
member.html 
 

■古民家園コンサートのボランティア募集 
男性2名･･･古民家園コンサートのためのパイプ椅子、
机、テントの搬入出と設営 

日時：10／10(日)10:00－16:30 古民家園集合 
   10／11(月)  9:30－12:00 古民家園集合 
女性2名･･･会場準備の手伝いと受付、入場者誘導 (経
験者、コンサートに興味のある方) 
日時：10／10(日)13:00－18:30 古民家園集合 
問合せ・申し込み先：042-529-1116(北澤) 

■平成16年度 第5回 花王・ 

  みんなの森づくり活動助成by都市緑化基金 
 <プロジェクト助成> 
●助成対象: 国内で森づくりの活動に取り組んでいる団
体が対象となります。※団体には、町内会、自治会、学校な
どを含みますが、国、地方公共団体などは除きます。 

●助成金額・件数: 
   1団体あたりの助成金は、100万円を上限とし、20～
30件程度の助成を予定しています。※助成要望件数 (金額)
が多い場合には、本助成の趣旨 (緑豊かな環境を創造するため
の植樹や緑地の保全)を活かせると思われる助成要望項目を優
先し、その他の助成要望項目を削除または減額する場合があり

ます。 

 <スタートアップ助成> 
●助成対象:国内で新たに森づくりの活動に取り組もう
とする団体及び設立後1年未満の森づくりの活動に取り
組んでいる団体、新たに森づくりの活動に取り組むため

の団体を立ち上げようとするグループが対象となりま

す。なお、これから団体を立ち上げようとするグループ

は、平成17年2月末までに団体を立ち上げていただきま
す。また、いずれの団体においても、森づくりの活動を

3年以上継続していただく必要があります。 ※団体には、
町内会、自治会、学校などを含みますが、国、地方公共団体な

どは除きます。 

●助成金額・件数: 1団体あたりの初年度の助成金は、30
万円 (3年間で総額100万円を助成)を上限とし、5件程度
の助成を予定しています。※助成要望件数 (金額)が多い場合
には、本助成の趣旨 (緑豊かな環境を創造するための植樹や緑
地の保全)を活かせると思われる助成要望項目を優先し、その
他の助成要望項目を削除または減額する場合があります。※2
年目、3年目の助成金は、別途ご提出いただく活動実施計画書
に基づき、助成決定いたします。なお、2年目の助成金は、1
年目の助成決定金額の2倍の金額を上限とします。 
■申込方法:「花王・みんなの森づくり活動助成」プロ
ジェクト申請書もしくは「スタートアップ助成」申請書

に必要事項をご記入の上、活動場所位置図及び活動場所

現況写真他の資料を添付し、下記へご送付下さい。 
   ※応募要項及び各申請書は、下記ホームページよりダウン
ロードしていただくか下記へご請求下さい。 

■申込締切: 11月1日(月)当日消印有効 

●    ●    ●    助成金情報    ●    ●    ● 
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市民活動センターたちかわ より 
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市民活動センターたちかわの登録団体になりませんか？ 

 登録していただくと市民活動センターの広報媒体を使い広く市

民のみなさまに活動を広報できるほか、団体として貸室の予約が

早く申し込める、印刷機が安く使用することが出来るなどのメリット

もあります。毎年4月の更新です。 

 登録のご希望は市民活動センターまでご連絡ください。 

     Tel042-529-8323  Fax042-529-8714 

        Email aiaivc@whi.m-net.ne.jp 

市民活動センターに登録しませんか？ 

☆ＮＰＯ法人設立ガイダンス 

NPOに興味はあるけど難しそう・・・そんなあなたもお気軽に

ご参加ください。ＮＰＯ法人の設立に関心のある方向けです。 

ＮＰＯ法の解説・法人化の意義・設立のために必要な事務な

どわかりやすくお話します。 

事前に市民活動センターまでご予約ください。定員２０名。 

日時：平成１６年１０月２６日（火） １９：００－２１：００     

会場：立川市女性総合センター・アイム５Ｆ 第２学習室  

    立川市曙町2-36-2  

ホームページ「市民活動WEBたちかわ」 

登録団体はホーム

ページのシステムを無

料でご利用いただけ

ます。講座のお知らせ

など自由な更新が可

能となっております。ぜ

ひご利用を。 

☆NPO・ボランティアのための団体運営ノウハウ相談 

実際にＮＰＯ法人として活動している団体が運営について

個別にご相談にのります。 

事前に市民活動センターまで電話かﾒｰﾙでご連絡下さい。 

相談日時は調整させていただきます。 

ご予約の際は、簡単なご相談内容をお知らせください。 

（１団体１時間以内） 
回答に資料準備や調査が必要になる場合、相談日の後に

回答をさせて頂くこともあります。 

協力：市民活動サポートセンター・アンティ多摩 

報告１  

 

東京ガスプレゼンツ！ふれあいミュージックフェスティバルが開かれました 

 ９月１８日（土）、国立音楽大学にて、ふれあいミュージックフェスティバル

が開かれました。お天気ということもあり、１１５０名もの方にお越しいたき

ました。音大の学生さんも、この日のために編曲をしたり、見せる工夫を随

所にして下さり、お客様の感動を呼んでいました。親子連れの方も多くお

見えになり、途中でぐずってしまうと、親御さんが外であやす、という光景

がちらほら見えました。安心して連れてこられる会場を創れたかな、と当日

を思い返しています。 

 またボランティアは全員で２２名。遠く千葉からバイクで駆けつけてきてく

ださった方、何年も継続してくださっている方、立川女子高等学校の学生さ

ん、と多くの方にご協力を頂きました。 

 皆様本当に有難うございました。 

（協賛） ㈱東京ガス多摩支店 （広報協力）多摩都市モノレール株式会社 

（後援） 国立音楽大学 立川市地域文化振興財団 立川市 

報告２  

帰宅困難者図上体験訓練 は スゴかった！ 

 当センターのスタッフがまず体験して、あまりに面白

かったので、「是非もっと多くの人と体験しよう！」と考え

たのが、この訓練でした。９月１２日（日）、NPO法人危機

管理対策機構からナビゲーターをお招きして、残暑の中

３０名の人がテントの下でテーブルを囲みました。場所は

第二小学校のグラウンド。立川市の防災訓練の一角で

す。設定は新宿にいるときに発災、立川まで帰ってくると

いうもの。ぶち当たる困難に皆で知恵を絞りながら立川

まで「帰る」（帰れない人もいる）２時間のゲーム。終わる

ころには、「自分はこれを用意しよう」と身体に健全な危

機感が宿ります。  

 このゲーム、例えば新しいマンションのお顔合わせの

場面をや自治会の親睦会を設定して、やってみたらどう

でしょう。たったの２時間でなんとなくその人の性格も把    

 握できる、本当に優  

 れた訓練です。ご興 

 味のある方はどうぞ 

 お気軽に当センター 

 までどうぞ。 
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立川市社会福祉協議会・市内各公民館・図書館・福祉会館・学習等供用施設 

フレンド書房・セイフー立川若葉店・モスバーガー立川高松町店・ローソン若葉町一丁目店 

トヨタ西東京カローラ立川富士見町店・レストランサラ・東京ボランティア・市民活動センター 

 

◆一部地域に新聞折込をしていただいています◆ 

ＹＣ読売新聞立川北部サービスセンターの皆様のご好意により、 

読売新聞をご購読の方は折り込みにて配布されます。（栄町・高松町・曙町の一部） 

■『市民活動センター★たちかわ通信』を常設しているところ（下記の場所で受け取ることができます）■ 

★会議にイベントに・・ 
   是非ご活用ください！★ 

■貸し出しスペースについて 

・ボランティアルームふじみ（立川市総合福祉センター内） 

・ボランティアルームしばざき（立川市シルバー人材センター内） 

・事務所前のスペース（活動センター前・無線でインターネットがご使用になれます。） 

■お申し込み方法 

事前にお電話か来所にてお申し込みください。先着順とさせていただきます。 

                              （登録グループは優先予約あり） 

備品の貸し出しについて  ■貸し出し機材について 

Ａ１拡大コピー機が好評です。パソコンでの入力も可能です。 

印刷機の空き状況はご確認ください。大量使用は必ず事前にご予約ください。 

※ そのほかの貸し出し物品については利用案内・ホームページを御覧下さい。 

■お申し込み方法 

事前にお電話か来所にてお申し込みください。先着順とさせていただきます。          

■そのほか『市民活動センター・たちかわ通信』を読むには・・ 

①直接送付を希望！＞＞１ヶ月１００円（通信紙代・郵送代含む）にてご自宅までご郵送いたします。 

②インターネットで見る！＞＞市民活動センターたちかわのホームページよりご覧いただけます。 

                                      インターネットの接続環境がある方はURL http://act.annex-tachikawa.com/よりどうぞ。 

③登録団体となる！＞＞登録グループには無料にて5部を上限として郵送させていただいております。 

●編集後記● 

夏休みをいただいて瀬戸内海を旅してきました。岡山県の六口島(人

口12人!)にある漁師の宿に泊まりましたが、島に降り立ってビックリ。ご

みとがれきの山、荒れ果てた海岸・・。「台風後、初めてのお客さんで

す。こんな島の姿をお見せするかどうか迷いましたが、今日から再開を

決意しました。」小さな島にはなかなか支援は及ばないとのこと。12人

総出の片付け作業を目の当たりにし、どこかで自然災害を遠いことの

ようにして日々過ごしている自分にハッとさせられました。 (え) 

交通アクセス：ＪＲ立川北口駅より徒歩１５分、ＪＲ西立川駅より徒歩８分。北口バス停⑩⑪乗り場、富士見町2丁目下車徒歩4分。立川市女性
総合センターアイム前発くるりんバス、南くるりん左回り乗車。『総合福祉センター前』下車徒歩０分、平日は無料シャトルバスが立川駅北口

バスロータリー交番前より 9：50、10：30、11：10、11：50、13：10、13：50、14：30に出ています。 

保険の加入について ■「ボランティア保険」「行事保険」の受付しています。 

保険料や各プランの内容など、詳細はお問い合わせください。 

※ 行事保険の保険料については行事の開催前に、郵便局での振込が必要とな

ります。振込用紙をお渡しいたしますので事前にご来所下さい。 

■お申し込み方法 

お申込みは当センター及び社協あいあいステーションでも受付けております。(営
業時間は伊勢丹立川店の営業日で、10:00～18:00。年末年始は変更あり。) 


